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都市空間での、中低層建築物施工に
最適な鋼管杭工法です。

工法の概要

ＢＣＪ基評-FD0037-01 ＢＣＪ基評-FD0039-01 ＢＣＪ基評-FD0041-01 ＢＣＪ基評-FD0043-01

ＢＣＪ基評-FD0038-01

砂質地盤（礫質地盤を含む）

粘土質地盤

■性能評価書

ＢＣＪ基評-FD0040-01 ＢＣＪ基評-FD0042-01 ＢＣＪ基評-FD0044-01

SMD杭工法は、くい先端部の外周に杭径の2倍から3倍程度の大きさの螺旋

翼（外翼）を取り付けた鋼管杭を右回転により回転貫入させる工法です。杭頭

部に回転トルクを与えることによって、外翼が地盤から推進力を受け、地上部

には無排土の状態で回転貫入し

ます。また、くい先端部の管内は

開端で、鋼管内に螺旋翼（内翼）

が取り付けられ、完全閉塞の場合

とほぼ同等の支持力を実現する

構造となっています。

このSMD杭工法は、低騒音・低

振動での施工が可能であり、また、

地質改良工法や先端根固め工法

などのセメントミルクを使用しない

ので排土処理が一切不要です。

このため、掘削土や泥水などが発

生しない環境に優しい工法です。
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ハイクオリティー

SMD杭

エコロジーローコスト

鋼管杭先端が閉塞していないため回転貫入開始時には、
鋼管内に土が入り、芯ずれを起こしにくくなっています。また、
内翼が取り付けてあるため、鋼管内に入った土が締め固め
られ、貫入完了時には閉塞効果を発揮し、完全閉塞の状
態と同等の支持力を発揮します。

工法の特徴

杭回転金具

鋼管厚

杭先端部

バイト

内翼

外翼

外翼

内翼

杭先端部に杭径の2～3倍の外翼を装
備した鋼管杭を使用し、先端N値6以上
の粘土質、砂質地盤に適応。杭打ち止
め時に、地盤を乱す事なく高い支持力
を発揮します。

施工機械や杭のサイズも非常にコンパクト
で、持ち運びや、施工性に優れ、ローコストに
直結する工期の短縮を実現します。 地上部に産業廃棄物となる建設発生土

を一切出さない回転貫入方式ですから、
二次公害の心配もありません。また、施工
機械も小型ですから住宅密集地でも近
隣に威圧感を与えません。
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下杭を適切な位置で打ち止め、中杭
あるいは上杭を接続する。

杭の接続3
杭に回転駆動装置により回転力を与え
て地盤中に回転貫入させる。

杭の回転貫入2
杭を吊り込んで、杭先端を杭芯にセットし、
振れ止め装置で固定する。

杭の建て込み1
所定の深度まで回転貫入させて打ち止め、
回転キャップを外して施工を完了する。

杭芯ずれが許容値内であることを確認し、
杭頭キャップをする。

施工完了後に施工機械を用いた載荷試
験を行い、支持力の確認をする。

打ち止め4 載荷試験6施工完了5

施工手順

支持層
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各種試験

SMD杭の支持力特性を実験土槽を用いた室内載荷試験により確認しました。 SMD杭のFEM解析により支持力機構および翼部の健全性に関する検討を行いました。

翼

Dw

D

■載荷装置

■載荷フレームによる載荷状況
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材質：STK490
杭径：Φ114.3
外翼径：Φ364.3

692.3kN

125.5kN

ロードセル

方位計

ジャッキ

球座

砂層

テストベッド

室内載荷試験 FEM解析

実大載荷試験を行い所定の支持力が得られることを確認しました。

実大載荷試験

材質：STK490
杭径：Φ114.3
外翼：なし
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（財）日本建築センター性能評価内容 SMD杭設計先端支持力

設計支持力性能評価内容
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杭径 翼倍率

杭規格 長期先端支持力（ｋN）

翼径（mm） 10（N値）
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杭径 翼倍率

杭規格 長期先端支持力（ｋN）

翼径（mm） 20 25
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（1）地盤の許容支持力及び適用範囲
　　件　名
　　（1）SMD（スーパーミニドリル）杭工法（先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む））

（先端地盤：粘土質地盤）

　　（2
盤の許容支持力
1）長期に生ずる力に対する地盤の許容支持力

2

　　　ここで、（1 , 2
250）

＝
を満たす　）

基礎ぐいの先端付近（先端翼部位置より下方に1Dw（Dw：外翼の直径（m））、上方に1Dw
60、粘土質

27とする。
： m2）

m）

30とする。
kN／m2）

200とする。
m）
m）

m）
・D

（3）適用範囲
1）適用する地盤の種類

基礎ぐいの先端地盤：砂質地盤（礫質地盤を含む）粘土質地盤
基礎ぐいの周囲の地盤：砂質地盤及び粘土質地盤

2）最大施工深さ
くい施工地盤面－130D（D m））とする。
表－1

3）適用する建築物の規模
　　　　　床面積の合計が500,000m2以下の建築物

4）基礎ぐいの構造方法
i）使用鋼管

JIS G3444（構造用鋼管）に規定されるSTK400および
STK490と同等又はそれ以上のものとする。

ii）付属品

　　　　　度がJIS G 3106に規定されるSM490と同等又はそれ以上のものとする。それ以外の付属品の材質は、許
　　　　　容応力度がJIS G3101に規定されるSS400と同等又はそれ以上とする。

Ra （kN）………（1）αNApAA β sL qqu c3
1｛ （ ）c ｝

基礎ぐいの本体径（mm）

表－1 最大施工深さ

114.3
139.8
165.2
190.7
216.3
267.4

14.9
18.2
21.5
24.8
28.1
34.8

最大施工深さ（m）

（先端地盤が粘土質地盤の場合は114.3、139.8、165.2mmのみ）

＝ ＋

Ra （kN）………（2）α p qqu c3
2 ）c ｝＝ ＋

α

p

s

qu

Ψ

β

N

2／4＋0.5（ 2／4－ D2／4）ApAA π

π

π π


